
ソルビタン脂肪酸エステルの分解度試験成績報告書

‡　　試験期間　　　昭和52年8月16目＾昭茅052年11月18日

2．試　料　名　　ンルピタン脂肪酸エステル

　　　　　　　　　（主成分ソルピタンオレイン酸モノエステル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（試料煮K－520ヨ）

　　分子式　C糾E440‘
　　構　造　式
　　　ノO＼
C欣“HCHユ・C・（CH⊇7CH＝CH（鯛ケCH3

HOJ．、．．一一鰯

　　　　　　　　　灰　分　ao8多　　　ヒドロキシル価　204．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5．　試験方法及び条件

1灘三／一・一…解度一・

　5．1　試験装置

　　　　酸葉消費量自動測定機

　5．2　 酸素消費量測定

　　　　51の記録による

　5．5　生分解試験後の直接定量法

　　←）使用分析機器

　　　　　高速液体クロマ〉グラフ

　（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　1試　験　液l
　　　　　　　t　　　　　　　　i

　　　　　　　　　l←塩化ナトリウム　90g
　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　1磁7藷ル、1糊｝x・回

　　　　i

－　1水　　　屑。　　　iエチルエーテル層　一一一一一　　　　　→一一一

　　　　　　　　　　　　　！25回定容

　　　　　　　　　　　　　！。20ml分取
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　拷乾固

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　←TH翌　1ml
　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　こ　ド　　　
　　　　　　　　　国里聾想

　（c）分析条件

　　高速液体クロマトグラフ

　　　カラム　4篇φ×α6皿

　　　固定相　GIPC1000
　　　溶　離　液　　THF

　　　流　　速　　寸～4．5凪／血

　　　検　出　器　　Rエ

4　試験結果

i分解度（多男付 付図 表

1

陣翻雌による結果… 5ス9 1 ～
HLC　による結果　　8Z7 5 て



5．備　　考

　　水系2W後のLCパターンが標準試料とやや異なることについ

　て

　供試試料はソルどタンオレイン酸モノエステルを主成分とした混

合物であると考えられる（図一2参照）。これらの主な成分は

石5のフローチャートに従ってほぼ回収されていることがわか

る（図一4，表一2参照）。

　一方、本試験2W後の水系パターンは標準と比較すると、第

2番目のピークが欠けているようである（図一5参照）。

回収方法には一応問題がないものと考えられるので、水系の残

留量はボイドで流出してくる第1のピークを基にして算出した。

　試料の採取は供試物質をスターラーに付着させ50㎎精評し

た。

　クーロメ一夕ーヘのセント状況は次のとむりであった。

仕込時　スターラーに付着したままであった。

途　中　白濁した。

j終了時　 汚泥系に：増殖】がみられノヒ。

　　　　水系は白濁したままであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


